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防災の決意を新たに

初　午　祭

２
月
７
日

（
木
）
、
村
消
防

団
（
八
幡
敏
雄
団
長
）
は
今
年

一
年
の
無
災
害
を
祈
念
し
て
、

初
午
祭
（
出
初
式
）
を
行
い
ま

し
た
。
午
前
７
時
3
0分
、
サ
イ
レ
ン

の
合
図
で
団
員
は
村
内
８
分
団

か
ら
出
動
、
農
協
米
倉
庫
南
側

に
１
３
０
名
が
集
合
し
ま
し
た
。

そ
し
て
直
ち
に
出
動
人
員
を
報

告
し
、
殉
職
消
防
団
員
に
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
古
川
正
隆
村
長
、

成
田
義
敬
蟹
田
警
察
署
長
、
清

水
信
造
村
議
会
議
長
、
神
山
久

志
県
議
会
議
員
か
ら
姿
勢
・
服

装
の
検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

団
員
は
、
寒
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、
来
賓
、
住
民
が
見
守
る

中
、
米
倉
庫
前
か
ら
役
場
前
ま

で
堂
々
と
分
列
行
進
を
し
、
士

気
を
高
め
ま
し
た
。

役
場
前
で
は
機
械
・
器
具
の

点
検

が
行
わ
れ
、
係
員
が
き
び

き
び
し
た
動
作
で
点
検
、
異
常

な
い
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

吉
田
初
男
前
団
長
よ
り
「
優

良
」
と
講
評
さ
れ
、
八
幡
敏
雄

団
長
か
ら
「
今
年
も
無
火
災
を

目
指
し
、
一
致
団
結
し
て
今
ま

で
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
訓
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

古
川
村
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら

の
防
災
活
動
に
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
村
民
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
今
後
ま
す
ま
す

精
進
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
一
年
間
の
出
動
状
況
が

良
好
で
機
械
・
器
具
等
の
管
理

が
模
範
と
認
め
ら
れ
た
第
二
分

団
（
長
科
）
を
優
良
表
彰
し
、

最
後
に
消
防
自
動
車
で
村
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、
初
午
祭
を
終
了

し
ま
し
た
。

●消防団初午祭　冫



受賞おめでとうございます

平成13年度村及び村教育委員会表彰式

１
月
2
1
日

（
月
）
、
平
成
1
3

年
度
の
自
治
功
労
表
彰
と
教
育

表
彰

が
村
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
村
功
労
表
彰
に
は

長
年
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・

各
般
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
た

７
人
と
善
行
表
彰
Ｉ
人
。
ま
た
、

村
教
育
委
員
会
表
彰
に
は
、
芸

術
・
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
８
人
と

１
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方

々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

村
　

表
　

彰

「
功

労

表

彰

」

▼
坂
本
　
　

登
（
瀬

辺

地
）

○
村
農
業
委
員
会
々
長
、
自
治

会
役
員
及
び
村
交
通
安
全
協

会
々
長
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
と
民
生
安
定
に
多
大
の

貢
献
。

▼
川
崎
　

君
弘

（
広
　
　

瀬
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
村
消
防
団

分
団
長
及
び
自
治
会
長
と
し

て
地
方
自
治
の
振
興
と
民
生

安
定
に
多
大

の
貢
献
。

▼
大
宮
　

正
志
（
郷
　
　

沢
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
村
体
育
協

会
指
導
員
及
び
村
体
育
協
会

役
員
と
し
て
本
村
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
多
大
の
貢
献
。

▼
森
　
　

謙
一
　（
阿
弥
陀
川
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
お
菓
子
作

り
と
改
良
に
専
念
し
本
村
の

銘
菓
と
し
て
村
内
外
に
名
を

し
ら
し
め
た
功
績
。

▼
杰

尸
　
愛
子
（
青

森

市
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
学
校
医
と

し
て
本
村
児
童
生
徒
の
保
健

衛
生
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
。

▼
村
上
汪
み
子
（
長
　
　

科
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
村
食
生
活

改
善
推
進
員
会
々
長
及
び
村

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員

と
し
て
住
民
の
健
康
増
進
と

福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
。

▼
吉
田
　

俊
雄

（
中
　
　

沢
）

○
長
年
に
わ
た
り
、
村
消
防
団

及
び
中
沢
地
区
農
事
振
興
組

合
長
と
し
て
民
生
安
定
と
農

事
振
興
に
多
大
の
貢
献
。

「
善
行
表
彰
」

▼
森
　
　
　

繁
（
阿
弥
陀
川
）

○
社
会
福
祉
事
業
の
重
要
性
を

深
く
認
識
し
、
村
社
会
福
祉

協
議
会
に
多
額
の
金
圓
を
寄

附
。

村
教
育
委
員
会
表
彰

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▼
坂
本
　

恭
一
　（
長
　
　

科
）

○
第
3
2回
明
治
神
宮
野
球
大
会

大
学
の
部
４
強
入
り
、
グ
リ
ー

ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
健
闘
。

▼
村
体
育
協
会
卓
球
部

○
第
5
6回
県
民
体
育
大
会
卓
球

団
体
の
部
、
第
３
位
。

▼
大
宮
　

俊
彦

（
郷
　
　

沢
）

○
全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
優
勝
。

▼
八
戸
　

太
智
（
阿
弥
陀
川
）

○
第
2
5回
全
国
高
校
選
抜
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
大
会
団
体
の
部
、

準
優
勝
。

▼
森
　
　

達
也
（
阿
弥
陀
川
）

○
第
3
9
回
東
北
高
校
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
選
手
権
大
会
団
体
の
部
、

第
３
位
。

▼
越
田
　

裕
介
（
阿
弥
陀
川
）

○
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
団
体
の
部
、
優

勝
。

▼
石
田
　

明
信
（
広
　
　

瀬
）

○
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
２
年
男
子
走
高
跳
、

第
２
位
。

【
芸
術
・
文
化
賞
】

▼
小
鹿
　
徳
之
（
長
　
　

科
）

Ｏ
Ｊ
Ａ
共
済
県
小
・
中
学
校
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
タ
ー

ル
最
優
秀
賞
。

▼
細
谷
　
梳
子
（
阿
弥
陀
川
）

○
全
国
中
学
生
・
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
。

Ｊ ●村及び村教育委員会表彰式



カメラ ア　イ

蓬
田
中
学
校
２
年
連
続
Ｊ
－

Ｃ
Ａ

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
学
校
賞
に

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
学
生
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
1

」
で

蓬
田
中
学
校
が
２
年
連
続
、
学

校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
村
直
子
さ
ん
（
３
年
）
が
東

北
支
部
長
賞
に
、
高
田
美
郷
さ

ん

（
３
年
）
、
山
本
陽
子
さ
ん

（
２
年
）

が
青
年
海
外
協
力
協

会
会
長
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

中
学
生
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
途
上
国

や
国
際
協
力
、
国
際
理
解
に
つ

い
て
考
え

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
今

年
度
は
全
国
か
ら
１
２
、０
４
２

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
３
月
９
囗
（
土
）

青
森
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
月
１
日
（
金
）

～
２
日

（
土
）
に
仙
台
市

で
行
わ
れ
た
「
平
成
1
3年

度
開
発
教
育
指
導
者
研
修

会
」
で
、
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
た
蓬
田
中
学
校
の
国
際

理
解
教
育
、
国
際
協
力
に

か
か
わ
る
取
り
組
み

が
、

実
践
事
例
と
し
て
青
森
県

を
代
表
し
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

写真の右から

山本陽子さん（２年）

高田美郷さん（３年）

木村直子さん（３年）

太田裕美先生

子
ど
も
会
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会

２
月
1
0囗
（
日
）
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
村
子
ど
も
会
冬
期
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
健
愀
づ
く
り
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

や
ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
健
全
な

精
神
と
身
体
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
各
地
区
子
ど
も
会
の

交
流
と
親
睦
を
図
る
目
的
で
毎

年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
子
ど
も
と
育
成
者
、

合
わ
せ
て
6
0
名
が
集
ま
り
、
坂

本
勇
一
会
長
の
手
作
り
用
具
で

ゲ
ー
ム
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
村
子
ど
も
会
の
行

事
は
今
回
で
終
わ
り
で
す
が
、

平
成
1
4年
度
か
ら
は
学
校
週
５

日
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
も

あ
り
、
子
供
会
活
動
の
ま
す
ま

す
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●カメラアイ　４



牛に耳標を装着
狂牛病緊急対策の一環で、牛の移動

状況を把握するため牛 の耳に標識（耳

標）を取り付ける作業が１月21日（月）、

村内の全ての牛 （乳用牛54 頭、黒毛和

種77 頭の計131 頭） を対 象に行 われま

した。

当日は、村営牧場を最初に10 農家を

県・ＪＡ乗っかる・役場の職員が訪れ、

捕定器にっ ないだ牛の両耳に、個体識

別番号 を印字した耳標を専用器具で取

り付けました。

これにより出産から流通 まで全頭管

理する体制が整い、確実に安全な牛 だ

と証明で き、そして消費者の信頼回復

にっ ながると期待 されてい ます。

まめで元気で…お年寄りと豆まき交流
１月28日（月）と２月４日（月）の

両日、保育所の児童36人による豆まき

がよもぎ温泉でおこなわれました。

温泉には老人クラブの会員が週に一

度の入浴日とあって、たくさん集まっ

ており、最初に児童による元気な踊り

を披露すると、お年寄りも大喜びでし

た。

続いて、大きな赤鬼が登場すると泣

き出す児童もいましたが、鬼に向かっ

て、「鬼は外、福は内」と大きな掛け

声で力いっぱい豆をぶつけていました。

献血協力に感謝
２月４囗（月）、県赤十字血液セン

ターの巡回車が村を訪れ、役場前と蓬

田紳装前で献血を行いました。

今回行った献血は村内外47人（200

mj?が24人、400がが23人）の皆さんに

より、ご協力をいただきました。

善意の献血ありがとうございました。

次回は、６月６囗（木）に行う予定

です。

●
鬼
に
な
り
愛
の
ム
チ
振
り
子
を
育
て
　
　
　

悦
　

子
　
　
　
　
　

●
恋
女
房
中
年
太
り
で
愛
も
さ
め
　
　
　
　
　

千
恵
子

●
愛
ち
ゃ
ん
に
肖
っ
て
ほ
し

い
過
疎
の
村
　
　

重
　

彦
　
　
　
　
　

●
愛
し
て
い
る

∇
言
ほ
し
い
古
稀
の
春
　
　
　

藤
　

久

●
大
鍋
の
け
の
汁
毋
の
愛
も
煮
る
　
　
　
　
　

清
　
乃
　
　
　
　
　

●
も
み
じ
の
手
愛
を
つ
か
め
と
母
願
う
　
　
　

和
　

也

●

何
時
の
世
も
愛
か
育
む
夫
婦
仲
　
　
　
　
　

昭
　

夫
　
　
　
　
　

●
年
輪
の
形
で
夫
婦
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
　
　
　
　

勝
　

子

●
目
に
涙
愛
を
貫
く
娘
の
巣
立
ち
　
　
　
　
　

瓢
　

一
　
　
　
　
　

●
空
爆
を
竟
に
替
え
た
い
ア
フ
ガ
ン
も
　
　
　

樫
　
吾

省エネを心がけましょう

糾東北電気保安協会

ｊ ●川柳北緯41°



中学校教師海外研修に

参加して
蓬田中学校

教諭　太田　裕美

平
成
1
3年
８
月
１
日
～
一１１
日

ま
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力

事
業
団
）
主
催
の
中
学
校
教
師

海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
訪
問
国
は
ア
フ
リ
カ

の
ザ
ン
ビ
ア
だ
。
香
港
、
南
ア

フ
リ
カ
の
ヨ
（

ネ
ス
バ
ー
グ
で

乗
り
換
え
、
日
本
を
出
発
し
て

か
ら
2
6時
間
後
、
首
都
の
ル
サ

カ
に
着

い
た
。
意
外
に
も
ザ
ン

ビ
ア
は
、
日
本
と
の
関
係
が
深

い
国
な
の
だ
。
日
本
の
十
円
硬

貨

に
使
わ
れ
て
い
る
銅
の
ほ
と

ん
ど
は
、
ザ
ン
ビ
ア
か
ら
の
輸

入

に
頼
っ
て

い
る
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
配
属

先
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
協
力

の
現
場
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
人
的
援
助

が
い

か
に
大
切
か
と

い
う
こ
と
を
痛

切
に
感
じ
た
。
こ
こ
で
、
私
か

特
に
印
象
に
残
っ
た
訪
問
先
を

二
ヵ
所
紹
介
し
た
い
。
現
在
、

ザ
ン
ビ
ア
で
は
成
人
人
口
の
2
0

％
が
エ
イ
ズ
Ｈ
Ｉ
Ｖ

ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ジ
ン
バ
ブ
エ
と
の
国
境

の
町
チ
ル
ン
ド
ゥ
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
ワ
ー
ル
ド

ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
啓
発
活

動
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
活
動

の
有
効
性
を
認
め
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
人
の
少
年
少
女
が
、

輸
入
品
を
運
ん
で
入
国
し
て
く

る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
実
際
に
ト
ラ
ッ

ク
に
訪
ね
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て

い
る
と
こ

ろ
を
間
近
に
見

る

こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
も
一
緒
に
啓

発
活
動
を
行
っ
た
こ
と

が
印
象

深

い
。
実
際
に
体
験
す

る
こ
と

が
そ
の
活
動
を
知
る
一
番
の
方

法
だ
と
、
改
め
て
感
じ
た
。
そ

の
後
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
セ
ッ
ク

ス
ワ
ー
カ
ー
（
売
春
婦
）
と
の

懇
談
も
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
重
く
生
々
し
い
部
分

ま
で
見
せ
て

い
た
だ
け
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
参
加
者

一
同
、
か
な
り
の
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。
次
に
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
住
民
の
保
健
水
準

の
向
上
）
の
現
場
で
は
、

自
信
に
満
ち
た
住
民
が
現

場
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
指
導
を
受
け
、

住
民

が
自
分
た
ち

の
手
で

行

っ
て
い
る
乳
幼
児
の
予

防
接
種
や
体
重
測
定
、
日

本
の
援
助
で
作
ら
れ
た
水

道
の
管
理
、
排
水
溝
の
整

備
な
ど
の
現
場
を
見
せ
て

い
た
だ

い
た
。
た
だ
、
資

金
や
技
術
を
提
供
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
信
と
誇
り
を

持
た
せ
る
こ
と

が
、
住
民
主
体

の
活
動
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ

と
と
、
い
か
に
住
民
と
話
し
合

う
こ
と

が
大
切
か
と

い
う
こ
と

を
知
っ
た
。

協
力
隊
員
の
方
々
が
想
像
以

上
に
過
酷
な
環
境
の
中
で
、
地

域
の
人
々
と
同
じ
目
線
で
生
活

を
共
に
し
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
る
姿
に
は
本
当
に
感
動
し
た
。

ま
た
、
専
門
家
の
方
々
も
、
地

道
な
努
力
を
重
ね
、
住
民
か
ら

絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
の
影
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」

を
何
百
回
も
制
作
で
き
る
く
ら

い
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
係
者
の
方
々
、
一

緒
に
参
加
し
た
先
生
方
、
快
く

送
り
出
し
て
く
れ
た
蓬
中
の
先

生
方
へ
感
謝
の
言
葉
は
言
い
尽

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
後

に
五
月
女
ザ
ン
ビ
ア
大
使
と
佐
々

木
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ザ
ン
ビ
ア
事
務
所

所
長
か
ら
伺
っ
た
ア
フ
リ
カ
の

こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
た
い
。

「
一
度
ア
フ
リ
カ

の
水
を
飲

ん
だ
者
は
、
ま
た
ア
フ
リ
カ
に

戻

る
。
」

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
Ｈ
－

Ｖ

の
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
少
女

パークランズセカンダリースクールにて
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屋
外
広
告
物
法
及
び
青
蠹
県

屋
外
広
告
物
条
例
の
事
務
処

理
に
つ
い
て

屋
外
広
告
物
の
表
示
等
の
許

可
事
務
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

県
（
青
森
幸
不
事
務
所
）
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
当
村
に
屋
外

広
告
物
が
存
在
す
る
場
合
は
、

1
4年
度
か
ら
は
当
村
で
許
可
等

の
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
1
4年
４
月
以
降
に

新
た
に
許
可
申
請
を
行
お
う
と

す
る
人
や
従
前
の
許
可
期
限
が

切
れ
て
再
度
許
可
申
請
を
行
お

う
と
す
る
人
は
、
当
村
へ
申
請

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
屋
外
広
告
物
業
の
届

出
関
係
事
務
は
従
前
ど
お
り
県

（
青
森
土
木
事
務
所
ま
た
は
都

市
計
画
課
）
　へ
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
処
理
す
る
時
期

平
成
1
4年
４
月
１
日
か
ら

○
当
村
で
処
理
す
る
事
務

屋
外
広
告
物
法
及
び
青
森
県

屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
屋
外

広
告
物
の
許
可
関
係
等
の
事
務

（
手
数
料
の
徴
収
事
務
を
含
む
）

○
問
い
合
わ
せ
先

村
役
場
総
務
課

容
２
７
－
2
1
1
1

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

Ｓ
０
１
７
－
７
３
４
－
9
6
7
9

恩
給
や
共
済
年
金
の

受
給
者一
の
み
な
さ
ま
へ

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
恩

給
や
共
済
年
金
を
う
け
て
い
ら
っ

し

ゃ
る
方
を
対
象
に
、
年
金
を

担
保
と
す
る
融
資
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

制
度
の
概
要
は
次

の
と
お
り

で
す
。

☆
ご
融
資
額

２
５
０
万
円
以
内

（
た
だ
し
年
額
の
３
年
分
以
内
）

☆
お
使
い
み
ち

住
宅
・
教
育

・
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
資
金
や
事
業
資
金

☆
利
　

率

年

１
ト
ノ
２
％

（
平
成
1
4年
１
月
1
0日
現
在
）

☆
連
帯
保
証
人

１
名
以
上

☆
担
　

保

恩
給
ま
た
は
共
済
年
金
な
ど

の
証
書
を
お
預
か
り
い
た
し
ま

す
。
☆
ご
返
済

ご
返
済
金
と
し
て
お
客
さ
ま

の
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど
を
公

庫
が
受
け
取
り
ま
す
。

○
借
入
ご
希
望
の
方
は
、
国
民

生
活
金
融
公
庫
青
森
支
店
恩
給

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

容
0
1
7
－

７
２
３
－
2
3
3
1

青
蠹
り
ん
ご

一

日
１

個
で

健
康
を
Ｉ
・

「
１
日
１
個
の
り
ん
ご
は
医

者
を
遠
ざ
け
る
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
り
ん
ご
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
効
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
日
１
～
２
個
の
り
ん
ご
を
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
丸
か
じ
り
す
る
と
、

り
ん
ご
の
皮
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
植
物
繊
維
を
無
駄
な
く
摂

取
で
き
、
健
康
の
増
進
に
効
果

的
で
す
。

ま
た
、
料
理
に
利
用
し
た
り
、

す
り
お
ろ
し
た
り
し
て
も
食
物

繊
維
の
働
き
は
変
わ
ら
な
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
幅
広
く
活
用
で

き
ま
す
。

一
回
収
し
ま
す
Ｉ
・

一
あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で

は
、
３
月
よ
り
順
次

、
新
し
い

電
話
帳
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
に
な
ら

れ
て
い
る
電
話
帳
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
し

い
電
話
帳
と
お
取

り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
配

達
員
へ
お
渡
し
下
さ

い
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保

護
と
し
て
、
紙
資
源
の
節
減
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
回
収
し
た

古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話

帳
を
作

る
、
電
話
帳
循
環
型
リ

サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ

た
方
は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
の
で
、
左
記
の
「
タ
ウ

ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連

絡
下

さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0

－
5
0
6
3
0
n

ぴ

７ ●お知らせ情報局

お知らせ
情
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健 康 情 報 便

生
活
習
槓
病
予
防
教
室
開
催

平
成
1
3年
度
生
活
習
慣
病
予

防
教
室
が
卜一
月
か
ら
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

教
室
で
は
、
健
診
で
高
脂
血
症

や
糖
尿
病
の
疑
い
が
多
く
指
摘

さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
脳
卒
中

の
発
症
が
多

い
こ
と
を
ふ
ま
え
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、

健
診
結
果
を
生
活
改
善
に
生
か

し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る

た
め
始
ま
り
ま
し
た
。

教
室
の
内
容
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
食
事
、
運
動

に
ポ
イ
ン
ト
を
置
き
、
医
師
・

社
会
体
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

栄
養
士
を
講
師
と
し
て
、
講
演
・

健
康
食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
食

習
慣
、
運
動
習
慣
、
休
養
、
飲

酒
、
喫
煙
の
５
つ
の
生
活
習
慣

の
改
善
と
定
期
的
に
健
診
を
受

け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
あ
な

た
の
生
活
習
慣
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

花
粉
症
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

．

Ａ

．

症
状
は
？

主
に
く
し
ゃ
み
、
鼻
み
ず
、

鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
で

す
。
風
邪
と
違
う
点
は
①
鼻

と
目
の
症
状
が
重
な
っ
て
起

こ
る
、
②
毎
年
同
じ
季
節
に

そ
の
症
状
が
で
る
、
③
症
状

は
２
～
３
ヵ
月
と
長
期
間
に

わ
た
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

．

Ａ

．

起
こ
る
時
期
は
？

花
粉
症
で
最
も
多
い
ス
ギ

花
粉
は
東
北
地
方
で
、
だ
い

た
い
３
月
～
４
月
、
村
で
よ

く
見
か
け
る
イ
ネ
は
８
月
こ

ろ
、
ヨ
モ
ギ
が
９
月
～
1
0月

こ
ろ
で
す
。

Ｑ

．

Ａ

．

今
年

の
花
粉
の
量
は
？

一
般
的
に
気
温
が
高
く
て
、

乾
燥
し
た
日
（
湿
度

が
低
い

日
）
が
続

い
た
夏

の
翌
年
は

多
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま

す
。
昨
年
の
夏
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
飛
散
開
始
時

期
は
１
月
以

降
に
気
温

が
高

い
囗
が
続
く
年
は
花
粉
の
飛

散
開
始
日

が
早
い
と
言
わ
れ

て

い
ま

す
。

天

気
予

報

の

「
花
粉
情
報
」
な
ど
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
下
さ
い
。

Ｑ

．

Ａ

．
予
防
方
法
は
？

外
出
時
は
、
目
と
鼻
を
ガ
ー

ド
す
る
。
花
粉
症
用
の
メ
ガ

ネ
や
マ
ス
ク
も
利
用
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
普
通
の
マ
ス

ク
に
ぬ
ら
し
た
ガ
ー
ゼ
を
入

れ
て
も
効
果
的
で
す
。
メ
ガ

ネ
は
フ
レ
ー
ム
が
顔
に
密
着

す
る
形
の
も
の
。
帽
子
も
髪

の
毛
に
花
粉

が
つ
く
の
を
防

ぐ
意
味
で
お
す
す
め
で
す
。

長
時
間
窓
を
開
け
て
い
る

と
、
た
く
さ
ん
の
花
粉
が
部

屋
に
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。

洗
濯
物
や
布
団
を
干

す
場
合

も
取
り
込
む
と
き

に
も
て

い

ね

い
に
花
粉
を
落
と
し
ま
し

帰
宅
時
に
は
、
玄
関
先
で

衣
服
や
髪
に
つ
い
た
花
粉
を

落
と
し
、
着
替
え
、
う
が
い
、

洗
眼
、
鼻
を
か
む
等
を
行

っ

て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
花
粉
症
と
診
断
さ
れ

て
い
る
人
は
早
め
に
病
院
へ
行

き
、
予
防
薬
を
服
用
す
る
と
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
花
粉
症
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
症
状

が
見

ら
れ
る
場
合
は
専
門
医
へ
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●健康情報便　ざ



天
位

２
年

細

谷

慶

仁

く
ん

元
気
な
き
か
ん
し
や
だ
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ん
こ
う
だ

●
佳
　
作

●
五
　
客

☆
人
　
位

☆
地
　
位

出
発
だ
４
年
１
組
も
う
お
わ
り

出
発
だ
き
し
ゃ
が
ホ
ッ
ホ
ー
な
い
て
い
る

出
発
は
ゆ
め
に
む
か
っ
て
は
し
る
ん
だ

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
春
に
む
か
っ
て
あ
た
る
の
だ

出
ぱ
つ
の
こ
こ
ろ
が
で
き
た
ら
い
く
ん
だ
よ

か
な
し
い
よ
天
国
へ
の
出
発
だ

が
ん
ば
れ
ば
い
つ
で
も
出
発
で
き
る
ん
だ

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
春
に
む
か
っ
て
と
び
だ
そ
う

し
ゅ
っ
ぱ
つ
は
お
わ
か
れ
の
と
き
な
ん
だ
よ
ね

出
発
日
日
に
ち
を
ま
ち
が
え
あ
せ
っ
た
よ

み
ん
な
と
は
ち
が
う
人
生
あ
ゆ
む
ん
だ

出
発
だ
よ
く
わ
か
ん
な
い
が
出
発
だ

追
い
風
が
背
中
を
お
し
て
「
あ
っ
ち
だ
よ
」

サ
ッ
ポ
ロ
に
ラ
ー
メ
ン
食
べ
に
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ

出
発
を
す
る
な
ら
す
る
と
い
っ
て
く
れ

出
発
へ
新
し
い
つ
ば
さ
ひ

ろ
げ
て
る

新
し
い
土
の
に
お
い
を
ふ
み
し
め
る

し
ゅ
っ
ぱ
つ
を
い
や
が
る
子
供
い
る
は
ず
だ

出
発
だ
車
の
中
は
ゆ
う
え
ん
ち

出
ぱ
つ
は
心
の
な
か
に
あ
る
ん
だ
よ

し
ゅ
っ
ぱ
つ
で
た
の
し
い
お
も

い
で
き
え
て
ゆ
く

あ
あ
あ
あ
あ

バ
ス
が
出
発
し
て
し
ま
う

４
年
　
堀
　
　
　

潤
　
哉

５
年
　
吉
　
田
　
麻
　
由

３
年
　
川
　
内
　
太
　
寅

３
年
　
青
　
木
　
美
友
也

３
年
　
木
　
村
　
賢
　
太

５
年
　
小
　
鹿
　
暘
　
也

５
年
　
柿
　
崎
　
衣
里
加

４
年
　
南
　
　
　

春
　
香

４
年
　
高
　
田
　
の
ぞ
み

４
年
　
小
　
野
　
潤
一
郎

６
年
　
久
　
慈
　
里
　
美

６
年
　
八
　
戸
　
有
佳
李

６
年
　
久
　
慈
　
　
　

楓

３
年
　
木
　
村
　
賢
　
太

４
年
　
青
　
木
　
　
　

彩

４
年
　
田
　
中
　
美
佐
子

６
年
　
久
　
慈
　
　
　

楓

６
年
　
佐
々
木
　
　
　

愛

３
年
　
青
　
木
　
　
　

彩

３
年
　
小
　
松
　
唯
　
吹

３
年
　
加
　
藤
　
干
　

愛

６
年
　
松
　
本
　
駿
太
郎
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4題「出発」

おかじょうき川柳社

八戸むさしさん

皆さん、どんどん上手になっ

ています。選んでいてうれし＜

なって来ます。

川柳は、一行の詩でもあると

言われます。

言いたいと思っていることを、

その時の題に合わせて書い て＜

ださい。

有名な北野岸柳さんは、川柳

の題はいつでも「生きる」であっ

て、出される題は副題だと言っ

ています。

人位 生きて行＜と、楽しい思

い出も振り切って出発しなけれ

ばいけないときがあります。自

分に素直でよい句です。

地位 駿太郎＜んは独特の内面
世界を持っています。大事にし

てください。

「あああああ」をいつでも使っ

てはいけませんよ。

天位 慶仁＜ん、人間が機関車

であることを発見しましたねＯ

そうです、人はいつでも元気な

機関車でなければいけません。

3月行事予定表- Ｘ Ｊ Ｘ  Ｊ 　 ‥ 乙 一 一

開催日 曜日 行　　　　 事　　　　 名 場　　　　 所 時　間 担　　当

４　　　 月　　占=道教室 中　ﾘと　公　民　 館　　13 : 30 中 央 公 民 館

６ 水　　陶ごJ教室 ふるさと総合センター　　　13 : 00 夕

々 ク　　高齢者教縦 々　　　　　　　　　　10 : 20 社 会 教 育 課

11　　 月　 小首教室　　　　　　　　　 寸　 火 公 民 館　13:30　: 中 丸 公 民 館

13　　　 水　 陶ご教示 ふるさと総合センター　　　９：㈲ 々

ク 々　　蓬丱 い学校卒業式 蓬　川　中　学　校

18 月　　川首紋章 申　 兜　公　民　館　　13 : 30 巾 火 公 民 館

19 火　 蓬円幼价図个図式　　　　　　　　　　 蓬 田保 育所 ホー ル

20　　1　水　　陶芸教京 ふるさと総介センター　　　９ 頌0 中ﾘ と公 民 館

々 々　　蓬田小学校俗気式 蓬　 川　/｣ ヽ 学　 枚

25 月　　川立教章 ‘り　　宍=　　公　　民　　m　　　　13:30　　　憚　ﾘと　公　民　ｍ

26　　　 火　　蓬川保青所修j'式　　　　　　　　　　l蓬日口呆台所 ホ ー ル　　　　　　　　゚

ク　　ｉ　　々　　日本脳炎ワクチンDI 川 蓬　田　 診　療　所:　　13 : 00　　福　　祉　　課

27 水　 欧已 紋章 ふるさと総介センター　　　９：㈲ 中ﾘ こ公 民 館

夕　●児童川柳／行事予定表



中学生のみなさん
除排雪ボランティアありがとう

２
月
２
日
（
土
）
の
午
前
中
、

蓬
田
中
学
校
の
全
生
徒
が
村
内

８
地
区

（
郷
沢
地
区
と
宮
本
地

区
は
合
同
）
に
分
か
れ
て
、
除

排
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

の
日
は
、
各
地
区

の
民
生

委
員
の
案
内
で
、
１
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
家
の
周
り
の
除

排
雪
を
行
い
ま
し
た
。

雪
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
寒
さ

も
忘
れ
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら

雪
片
付
け
に
精
を
だ
し
て
い
ま

し
た
。
雪
片
付
け
を
し
て
も
ら
っ
た

家
は
、
こ
れ
で
一
安
心
と
胸
を

な
で
下

ろ
し
、
深
く
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

幼
稚
園
児
が
役
場
で
鬼
退
治

２
月
１
日

（
金
）
、
幼
稚
園

児
９９一
人

に
よ
る
豆
ま
き
が
役
場

庁
舎
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
職
員
が
鬼
の
面
を
着
け
、

園
児

た
ち
を
追

い
回
す
と
、
園

児
た
ち
は
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

の
大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
鬼

た
ち
に
力
い
っ
ぱ
い
豆
を
ぶ
つ

け
て
い
ま
し
た
。

の

囗

籍戸

窓

１月受付分

お誕生おめでとうございます

森　　 健 太

稲 葉　 敬 史

ゆうい
中 村　 優 初

小 野 寺 夢 乃

あ　
す　か

吉 田 明 日 香

能 登　　 尊

正

きみ子

一　雄

美穂子

幸　伯

麻　美

和　仁

優加里

誠
美　里

秀　樹

美　里

長男

長男

長女

２女

長女

長男

ご結婚おめでとうございます

張間　　馨　（長　　科）

竹内里永子　（木 造 町）

お]くやみ申jし土げまず

久慈　フミ（瀬 辺 地　93歳）

森　　きわ（阿弥陀川　88歳）

繼
　
集
　
後
　
記

厳
し
い
寒
さ
も
一
段
落
し
て
、

少
し
ず
つ
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
啓
蟄
（
６
日
、
冬
眠

し
た
虫
が
動
き
出
す
こ
ろ
）
の
ご

と
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

の
準
備
期
間
で
す
。

卒
業
・
異
動
・
引
っ
越
し
と
年

度
末
の
忙
し
い
時
期
で
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な
出
発
に
希
望
を
持
っ

て
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

●戸籍の窓口/∂
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